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これまでの議論のまとめと本日の論点 

１．基本計画の項目とこれまでの議論 

 第１回策定懇談会 
（平成２３年９月５日） 

第２回策定懇談会 
（平成２３年１０月１４日） 

１．新総合体
育 館 の あ
り 方 に つ
いて 

・ 子どもから高齢者まで、また障
害者の方など様々な人に開かれ
た体育館とすべき。 

・ 競技者の家族、友人また、乳幼
児連れの保護者まで気軽に見に
来られる場所づくりが重要では

ないか。 
・ これまでは「みる」スポーツが

少なかった。中核施設でもあり
７館ではできない「みる」スポ
ーツを実現してはどうか。 

・ 区民が様々なスポーツを体験できる「区民のための
総合体育館」という考えで計画を策定してほしい。 

・ 「みる」スポーツの対象は必ずしもプロに限らず、
競技者の家族や友人などの身近な人が観戦する「み
る」スポーツもある。このほうが練馬区のニーズに
合致しているのではないか。 

２．施設整備
計 画 に つ
いて 

・ プロスポーツを誘致するような
施設とするのか、区民利用に重
点を置く施設にするのか、区全
体の中で果たす役割を踏まえ、
検討すべきである。 

・ スポーツ観戦を重視する施設で

は、スペックが高くなる。区民
のニーズを大切するところから
出発してはどうか。 

・ 現在の総合体育館のように、緑
が多い施設にすべき。 

・ 現在の練馬区総合体育館では、バレーボールコート
が 2 面しか取れないが、他の自治体では 3 面確保で
きる施設も多く、利用者の要望は高い。 

・ サブアリーナは、多目的利用、ウォーミングアップ、
怪我予防の観点からも必要である。 

・ 観客席は、固定 1,000 席、可動 500 席の計 1,500 席

程度がいいのではないか。バレーボールの試合で
は、現在の約 400 席の固定席では対応できないため
1,000 席あれば良い。しかし、固定 1,500 席は多過
ぎると感じる。 

・ プロスポーツを誘致するためには、駐車場スペース
確保、大型車の駐車を考慮しなければならない。 

・ プールは、区民利用中心の 25ｍプールがよい。50
ｍプールはコスト高となる。 

・ 年齢問わず競技志向の区民も増えている。50ｍプー
ルの必要性もあるのではないか。区内他施設にも 25
ｍプールがある中、総合体育館であることを踏まえ
ると、競技志向の利用者の要望に応えられる規模の

プールも必要ではないか。 
・ 可動床の設置により区民利用に対応することは可

能であるが、コスト増も考慮が必要だ。また、50ｍ
で水深の深いプールとすると、各種大会の需要は高
くなる。区民利用者の利用機会を圧迫する可能性に
ついても考える必要がある。 

・ ローラースケート場は、休日に子どもの利用が多い
ため残してほしい。平日の稼働率の低さは多目的利
用で対応できないか。 

・ 相撲場の稼働率は高くないが、区民大会が開催され
ており、また、全国大会で活躍する選手も出ている。
残すべき施設ではないか。 

・ 多様なスポーツを体験する機会を提供する観点か
ら、現施設は残してほしい。 

３．管理運営
計 画 に つ
いて 

・ 練馬区の税金で整備するため、
区外の利用者に限り利用料金を
高く設定し、区の収入をあげる
という考え方もある。 

・ 興行でなくても、プロスポーツに触れる機会を作る
ことは出来る。そのような機会を増やすことが有効
ではないか。 
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２．計画策定に向けた本日の論点について 

（１）施設機能 

論点①：アリーナ観客席 

・ 策定懇談会では、アリーナ観客席は、1000 席程度の固定席と 500 席程度の可

動席が適切であるとの意見が多数であり、この水準としてよいか。 

論点②：サブアリーナ 

・ 策定懇談会では、サブアリーナは、大規模大会等の開催、幅広い区民利用等の

観点で必要との意見が多数であり、確保するとしてよいか。 

論点③：温水プール 

・ 策定懇談会では、区民利用を中心とし 25ｍでよいとの意見が多数であったが、

25ｍとしてよいか。 

論点④：駐車場 

・ 現状では 139 台あり、大会等のピーク時にはほとんど満車状態となっており、

プール等の規模が増えることを想定すると、新総合体育館では現状以上（最大

200 台程度）とするのでよいか。 

 

（２）周辺環境 

論点⑤：まちづくりとの連携 

・ 交通渋滞を起こさないよう、どのように動線計画を立て、また地域の活性化に

どのように貢献していくのが効果的か。 

 

（３）管理運営計画 

論点⑥：新規の利用者増、利用頻度の向上 

・ 新規の利用者増、利用頻度向上を図るためには、どのような方法が考えられる

か。 

 


